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ベートーヴェン
ピアノ・ソナタ第24 番《テレーゼ》 Op. 78
Beethoven: Piano Sonata No. 24 in F-sharp Major, Op. 78 “A Thérèse”

第１楽章 Adagio cantabile-Allegro ma non troppo

第２楽章 Allegro vivace

ベートーヴェン
ピアノ・ソナタ第25番 Op. 79
Beethoven: Piano Sonata No. 25 in G Major, Op. 79

第１楽章 Presto alla tedesca

第２楽章 Andante

第３楽章 Vivace

ベートーヴェン
ピアノ・ソナタ第26 番《告別》  Op. 81a
Beethoven: Piano Sonata No. 26 in E-flat Major, Op. 81a “Les adieux”

第１楽章 Das Lebewohl: Adagio-Allegro

第２楽章 Abwesenheit: Andante espressivo

第３楽章 Das Wiedersehen: Vivacissimamente

PROGRAM

使用楽器：ヤマハコンサートグランドピアノCFX

リスト
メフィスト･ワルツ第１番 《村の居酒屋での踊り》S. 514
Liszt: Der Tanz in der Dorfschenke, S. 514, “Mephisto Waltz No. 1”

ラヴェル
優雅で感傷的なワルツ
Ravel: Valses nobles et sentimentales

第１曲 Modéré, très franc

第 2 曲 Assez lent, avec une expression intense

第 3 曲 Modéré

第 4 曲 Assez animé

第 5 曲 Presque lent, dans un sentiment intime

第 6 曲 Vif

第 7 曲 Moins vif

第 8 曲 Épilogue: Lent

ショパン
ワルツ 「告別」Op. 69-1
Chopin: Waltz in A-flat Major, Op. 69, No. 1, “L’adieu”

ショパン
ワルツ Op. 64-2
Chopin: Waltz in C-sharp Minor, Op. 64, No. 2

ショパン
ポロネーズ第６番「英雄」 Op. 53
Chopin: Polonaise No. 6 in A-flat Major, Op. 53, “Heroic”



確かに、弾いていると厳しい社会に対しての
人々の力を賞賛するような、鼓舞するような感
覚ももつことができます。この曲と第26番《告
別》、そしてピアノ協奏曲第５番《皇帝》は同じ
年に、同じスケッチ帳に書かれています。私の
中ではこの３曲にはとても類似点が多いと思っ

ています。第25番は《かっこう》という愛称を
もちますが、そのかっこうの部分が、《告別》の
第３楽章中にも同じように出てきます【譜例３、
４】。上下行で表される高揚感は《告別》にも出
てきます【譜例５、６】。くるくると上がったり
下がったりしながら、喜びを、体の芯から湧き

　今回のプログラムでは、どの作品の中にもワ
ルツやポロネーズといった踊り、もしくは踊り
出したくなるようなリズムが使用されています。
　踊るためではないピアノ曲として、なぜ作曲
家が踊りのリズムを使用して作品を書いたのか。
そこにどのような想いが込められているのか。
踊りによって聴こえてくるものは何か。という
観点からそれぞれの作品を捉えてみたいと思い
ました。
　これらの作品では、踊りのリズムを使用して
いることにより、体感として踊り出したくなる
という感覚ももたらされるのですが、同時に、
精神的なものが見出されるように思います。
　例えば、ショパンの《別れのワルツ》（Op. 
69-1）や嬰ハ短調のワルツ（Op. 64-2）の中には
喪失感や孤独への沈潜が感じられますし、《英雄
ポロネーズ》には心を鼓舞されながらも絶望が
あるという感覚を聴くことができます。これら
の中には踊りのリズムによる本能的な、身体的
な反応があるというだけではなく、精神的な反
応をもが誘い出されているのではないかと思う
のです。
　このように音楽が踊りのリズムでもって提示
されるとき、そこには高雅さという感覚をもた
らすのではないかと考えました。「高雅な踊り」
というタイトルはそこからきています。

 ベートーヴェンの踊り
　The Road to 2027の春のシリーズは、毎回ベー
トーヴェンのソナタを核に据えてプログラムを
組み立てています。今回は第24、25、26番のソナ
タを取り上げていますが、これらの作品をベー
トーヴェンの踊りという観点で見てみたいと思
います。
　これらは３曲とも、1809年に書かれました。
　第24番《テレーゼ》は、第25番とセットとし

て作曲されました。第24番は嬰へ長調、第25番
はト長調で、半音の関係にあります【譜例１、
２】。ベートーヴェンにおいて半音というのは、
この世とあの世の境界を示す重要な意味をもっ
ていると私は考えているのですが、半音の違い
で対になるものとして考えられたことは非常に
興味をひきます。
　またモチーフを複雑に組み立てて建造物のよ
うに作品を作り上げるベートーヴェンにあって、
第24番では、２度上行する２つの音によるモ
チーフがひとつだけです。特に第２楽章ではこ
のモチーフひとつが支配していて、ソナタ形式
とは捉えられても論理的なモチーフ展開をもっ
ていません。リズムが繰り返されるというとこ
ろは、踊り的であると言えると思います。この
曲の調性である嬰ヘ長調というのは♯が６つで、
演奏するときにはほとんど黒鍵ばかりを弾きま
す。お聴きになる印象とは多分異なり、弾いて
いると実は指の鍵盤との接し方がとても不安定
なのです。特に第２楽章は黒鍵の上での不安定
な踊りです。そして同じことを繰り返すのです。
ベートーヴェンの音楽の中には大抵抗いという
ものがあります。例えばモチーフを逆さまにし
たり、変容したりすることで抗う感覚を作るこ
とができますが、この曲ではその感覚がないの
も興味深い点です。抗いがないということも踊
り的なリズム、高揚がもたらすものなのかもし
れません。

　第25番は第１楽章の冒頭に「アラ・テデスカ 
alla tedeska」と書かれています。alla tedeska
とはドイツ風の踊り、つまりワルツです。ワル
ツという３拍子の決まったリズムの制約をもっ
て書かれていますが、そのエネルギーの大きさ、
快活さは何を表現しようとしているのでしょう
か。この曲が書かれた当時、ワルツは抑圧に対
する反発として、大変な熱狂を生んだそうです。

高雅な踊り
仲道郁代プログラムを語る

The Road to 2027 
曲目解説

【譜例１】　
第24番
第１楽章冒頭

【譜例２】　
第25番
第１楽章冒頭

【譜例3】　
第25番第１楽章より

【譜例4】　
第26番第３楽章より

【譜例5】　
第25番第１楽章より

【譜例6】　
第26番第３楽章より

嬰ヘ⻑調

かっこうの⾳形

かっこうの⾳形

上下⾏の⾼揚感

上下⾏の⾼揚感

ト⻑調

モチーフ

⿊鍵の上の
不安定な踊り



起こる感覚をもつところも似ています。刻みに
対して上下行のパッセージというのは《皇帝》
第３楽章にも見られ、これらの曲のアイデアの
つながりが感じられます。
　第２楽章は悲しげなフレーズです。ある種
の踊りのリズムの左手の上に歌われていきます

【譜例７】。そして踊りのリズムの中にありなが
ら、良き時を懐かしんでいるかのような感覚を
もちます。これは《告別》ソナタの「不在」と
書かれている第２楽章で、いない者を懐かしん
でいる、喪失感をもちながら思い出を語ってい
るというようなアイデアと共通していると思い
ます。
　そして、第26番《告別》です。この曲が書

かれた1809年は、ナポレオンがウィーンに侵攻
してきた年。ベートーヴェンを庇護していたル
ドルフ大公がウィーンを離れたことが作曲の
きっかけとなり、第１ 楽章の冒頭に「告別（Das 
Lebewohl）」と記されました【譜例８】。第２楽
章冒頭には「不在 Abwesenheit」、第３楽章に
は「再会 Das Wiedersehen」と書かれていま
す【譜例９、10】。第１、２、３楽章の中で時間軸
が 確実に動いていますが、このようにソナタ楽
章間に明らかな時間の流れが存在するのもこの
曲の大きな特徴のひとつです。
　このソナタは、《皇帝》協奏曲や《英雄》交響
曲と同じく英雄的と言われる変ホ長調で書かれ
ています。英雄的なはずなのに、なぜか《告別》

では変ホ長調という感じがしないのです。そう
感じない不安定さが第１、２楽章にあるのです。
第１楽章冒頭では、３番目の和音ですぐに６度
であるハ短調に行ってしまいます【譜例８】。ハ
短調は運命的なものがのしかかってくる調性で
す。さらに左手にはラメントバス（悲しみのバ
ス）があります。続くアレグロ部分のリズムは
捉えにくく、半音の変化も印象的に登場します

【譜例11】。そして第１楽章の最後は「さような
ら、さようなら」と言いながら、拍がずれてい
きます【譜例12】。こういった半音の使い方や拍
のずれなどからも不安定さを感じます。
　この不安定さは第２楽章にも続きます。ハ短調
である第２楽章は冒頭から拍がとりにくく、強拍

弱拍のずれを感じます【譜例９】。そして調性も
どんどん変わっていきます。最後も、拍が分から
ないまま、何かを期待させるような形で第２楽章
が終わったかと思うと【譜例13】、爆発と共に第
３楽章の踊りに入ります【譜例10】。この第３楽
章への移り変わりのあり方も、《皇帝》第２楽章
から第３楽章への部分とよく似ています。
　そして第３楽章は、８分の６拍子の踊りとな
ります。ここでは強拍が強拍としてしっかり聴
こえてくることに注目したいと思います。ここ
へきて、ようやく不安定さからの解放が見られ
るのです【譜例14】。不安と緊張からの解放。確
固たる変ホ長調での踊りとなります。不安定さ
からの解放が、喜びとなり、その喜びが、踊り

【譜例7】　
第25番
第２楽章冒頭

【譜例11】　
第26番
第１楽章より

【譜例9】　
第26番
第２楽章冒頭

【譜例13】　
第26番
第２楽章最後

【譜例8】　
第26番
第１楽章冒頭

【譜例12】　
第26番
第１楽章より

【譜例10】　
第26番
第３楽章冒頭

【譜例14】　
第26番
第３楽章より

変ホ⻑調 ハ短調
ラメントバス

さようなら
さようなら さようなら

告別

不在

再会

ゆっくりとした動きで、しかしたっぷりと表情をつけて

⾮常に⽣き⽣きした速度で

ソ♭ ソ

確固たる８分の６拍⼦

ppでの何かを期待させるような終わり
から、第３楽章の爆発へとつながる

半⾳

確固たる変ホ⻑調



となります。解放をもたらす踊りです。
　第３楽章の最後の部分は一連の踊りが終わり
ホッとするような場面です【譜例15】。ここでの
左手は上行形となっています。第１楽章のラメ
ントバスからの解放です。

　さて、踊りという視点をもつとき、では一体
誰が踊っているのかということを考えることが
できます。ベートーヴェンの踊りに共通するの
はやはり「私たち」という視点でしょう。第24
番《テレーゼ》の第２楽章の不安定な踊りでも
そこにはベートーヴェンひとりではなく、一緒
に踊る人たちがいますし、第25番の「アラ・テ
デスカ」では、踊りを焚

た

き付けるベートーヴェ
ン自身と、ベートーヴェンに焚き付けられ、同
調して踊る人がいます。
　そして第26番《告別》の第３楽章では再会の
喜びが描かれていますが、その喜びの踊りも、
ベートーヴェンがひとり心浮き立って踊るもの
ではなく、周りの人たちも一緒に踊っている、
大勢の人の踊りです。ナポレオンが攻めてきた
とき、ベートーヴェンは大砲の中、地下に潜っ
て身を守ったといいます。生命の危機も感じた
かもしれない、そこからの解放の喜びが、踊り
に意味を付加しているのだと思います。困難な
状況から逃れたという意味、私たちは皆で踊り
を享受することができるのだという意味がもた
らされているのだと思います。

ワルツに聴くもの
　今回のプログラムで鍵となる踊りは、ワルツ
です。前述のベートーヴェン第25番の第１楽章
は「アラ・テデスカ」、つまりドイツ風のワルツ
ですし、リスト、ラヴェル、ショパンでもワル
ツを取り上げています。ワルツを考えるとき、
３つのポイントが見えてきます。

●ワルツには「制約」がある
　皆さんは映画『サウンド・オブ・ミュージッ
ク』を観たことはありますか？ この映画の中盤
に、主人公マリアとトラップ大佐がふたりで踊
るとても印象的なシーンがあります。 
　ここで踊られるのはレントラーというワルツ
の一種です。レントラーは男女が手を触れ合い、
さまざまに形を変えながら踊っていくもので、
動きの決まりがあります。この決まった動きの
中に、マリアの細やかな心の動き、戸惑いや高
揚、羞恥、気づきといった感情の変化を見てと
ることができる秀逸な場面です。
　このような繊細な感情の動きを表すことができ
たのは、なぜでしょうか。もしかしたら「踊りの
型」があるからなのかもしれません。もし型のな
い踊りであったならば、これほど意味のあるシー
ンにはならなかったのではないでしょうか。
　ワルツには、型があります。型があるというこ
とは、制約があるということです。とすると、そ
の制約があるからこそ、制約を超える、制約を打
ち破る、もしくは制約の中に隠れゆく感情、感覚
を見出すことができるのではないでしょうか。

●ワルツには「場」がある
　「ワルツ」というのは実は各地で派生してい
たもので、「ドイツ風」や「レントラー」など
呼び名はさまざまありましたが、要は全てワル
ツという範疇にあるものだったそうです。同じ
ワルツという範疇でも、地域性があった。とい
うことはそこで話される言葉のイントネーショ
ンも異なるということで、リズムの捉え方の違
いを作ったはずです。と考えると、与えられる
感覚も違ってきます。そしてワルツには踊られ
る「場」があります。ベートーヴェン、リスト、
ラヴェル、ショパン、それぞれのワルツは時代、
社会、設定など異なる場をもっています。

●ワルツには「相手」がいる
　ワルツは必ず男女ふたりで踊るものであった
ことも知りました。これは、大変重要なことで
す。必ず相手がいるものだったと考えると、作
品への向き合い方、演奏の仕方は変わります。

　今回取り上げるワルツたちが、どのような場
で、誰が踊っていると捉えるのか。ワルツとい
う制約の中で、制約に対して、どのような表情
をどこに見せているのか。これらの観点を踏ま
えて作品を見ていきたいと思います。

リストの踊り
　《メフィスト・ワルツ》では、レーナウの『ファ
ウスト』という物語の一場面が舞台となってい
ます。踊りの場は、ファウストが立ち寄った村

の居酒屋です。登場人物は３人、悪魔メフィス
ト、ファウスト博士、村娘です。悪魔メフィス
トが羽を広げて踊り、ワルツを焚き付けると、
ファウスト博士が魔法にかかって操られ、村娘
を誘惑します。誘惑されて一緒にワルツを踊る
村娘と、それを見て操っているメフィストフェ
レスがそこにいる、というような３人の様子が
浮かび上がってきます。

【譜例15】　
第26番
第３楽章より

《メフィスト・ワルツ》
初版のタイトルページ

映画『サウンド・オブ・ミュージック』より

ラメントバスからの解放



ラヴェルの踊り
　《優雅で感傷的なワルツ》の舞台はどこか。ピ
アノ版のすぐ後に作曲されたバレエ版の、ラ
ヴェル自身による台本では1820年頃のパリとい
う設定になっていますが、ピアノ版の作曲は
1911年で、フランス近代の響きをもちます。い
ずれにしてもパリの社会がラヴェルのワルツの
舞台です。踊られたであろう場所はお城の中で
もなく、村の広場でもなく、混沌としたキャバ
レーのような場です。そこには人々の喧噪や、
退廃的な雰囲気が感じられます。第１曲の冒頭、
ソシレのト長調の和音には、いくつもの音が積
み重ねられています【譜例16】。この響きから
も人々の様子が感じられますが、その響きが広
がっていったり、シンプルになっていったりし

ながら、大勢の人たちが踊る様を見る視点と、
カップルの踊りを見る視点とが移り変わってい
くかのようです。踊る人たちの様子は、絵画の
ように切り取られて示されるような感覚もある
のですが、これは印象派の画家、ドガによるバ
レエダンサーや、その後の画家ロートレックが
描いたキャバレーのポスターに見られるような、
踊る人たちの様子とも通じるところがあるかも
しれません。
　また管弦楽曲版の《優雅で感傷的なワルツ》
の楽譜に、ラヴェルは詩人・小説家のアンリ・
ドゥ・レニエの「無意味な職業がもたらす、さ
らに新しい悦楽」という言葉を掲げました1）。こ
の言葉からも、当時の社会の雰囲気と踊らずに
はいられなかった人たちの気配というものが感
じられるように思います。

ショパンの踊り
　 シ ョ パ ン の ワ ル ツ の 踊 り の 場 を 考 え た と
き、若き日の恋の《別れのワルツ》と言われる
Op.69-1、そして晩年の心模様が描かれる嬰ハ短
調のワルツOp.64-2では、踊られている公の場が
見えてこないことに気がつきます。では踊る相
手は誰なのか。本来は必ず相手がいるというワ
ルツという踊りにあって、これらの曲には一緒
に踊るはずの相手が見当たりません。誰かを見
ている視点はあるのだけれども、その人はいな
い。ここに、“不在”を思うショパンの孤独が感
じられてきます。踊りの場は不在を感じる心の
中にあるかのようです。
　これらの非常に繊細な心の動きは、これらが
ワルツという形式で書かれ、そのリズムからの
逸脱によって、聴こえてくることなのかもしれ
ません。

　踊りの種類としては、今回ポロネーズも取り
上げています。ポロネーズには、ポーランドと
いう祖国への強い思いや力強さ、不屈の意志と
いったものがあると思いますが、《英雄ポロネー
ズ》を弾いていると、このリズムに鼓舞されて
頑張ろうというだけではない感覚をもちます。
この曲はショパンの人生の中でも晩年に近い頃
に作曲されました。終生ポーランドに戻ること
がかなわない、ポーランドが独立することもか
なわないということをショパンは分かっていて、
それでも書かずにはいられなかった。ベートー
ヴェンの踊りの曲たちがそこにいる人たちを巻
き込んで「踊りましょう」「気もちを奮い立たせ
ましょう」「喜びましょう」となっていくのに対
し、ショパンの場合は、かなわないからこその
心の叫びになっているように感じます。そこに
は、絶望という感覚もあるように思うのです。

踊りによって、
踊りを超えて描かれるもの
　今回のプログラムを踊りという視点で見たと
き、この踊りを通して、踊りを超えて表れてく
るものは何か。それは作曲家それぞれがとらえ
た人間の「様」なのではないかと思います。
　ベートーヴェンでは不安定な踊りから安定し
た喜びへの踊りへの変容が見られました。ベー
トーヴェンがこれを書くことによって、人々の
気もちを動かしている。我々はこのように不安
定である、我々はこのようなことを享受するこ
とができるのだ、という形で人間を描いている
ように思うのです。
　リストでは、３人の登場人物に起こっている
ことを、聴く我々は傍観者として眺めることが
できます。そこに見えるのは、悪魔にそそのか
される人間の性（さが）です。
　ラヴェルでは、大勢の人の喧騒から個別の人
へと視点が移ろいながら、踊らずにはいられな
い人間の妖しさとるつぼのようなエネルギー、
そして孤独が描かれます。
　ショパンでは、ショパン自身はそこにいるが、
周りの人は見えません。視点は外ではなく心の
内へと向かい、秘められた心模様が聴こえてき
ます。
　作曲家によってそれぞれの形で表されるこれ
らの踊りには、人間の人間たる所以とも言える
ものが表れています。それは高雅であると思え
るのです。
　それぞれの作品に「人間の精神が表れた踊り」
という光を当ててみたときに、どのような感覚
が聴こえてくるのか。ぜひお聴きいただければ
と思います。

《優雅で感傷的なワルツ》ピアノ版を原
曲としたバレエ音楽《アデライド、また
は花言葉》のラヴェルによる台本2）

舞台は1820年頃のパリ。娼
婦のアデライドが若いロレ
ダンと老いた公爵を誘惑し
たことで起こる三角関係が
描かれる。花を渡すことで
心の内を表す。

（　）は原文通りの花言葉。
［　］は訳者による加筆。

第１曲　
アデライド邸のパーティ。カップルたちが踊ってい
る。他の人たちは座ったり歩きながら穏やかに話し
ている。アデライドは、ゲストの間を行き交い月

げっ

光
こう

香
か

（官能的）の香りを吸い込む。

第２曲　
ロレダンの登場。陰鬱でメランコリック。彼はアデ
ライドにラナンキュラス［キンポウゲ/あなたは魅力
的］を贈る。花の交換は、アデライドの媚態とロレ
ダンの愛の表現である。

第３曲　
彼女は花

はな

弁
びら

を摘み［花占い］、ロレダンの愛情が真実
であることを見抜く。ヒナギクはロレダンが愛され
ていないと明かす。アデライドは［占いを］やり直
したいと思う。今回は好意的な反応である。

第４曲　
恋人同士は感情を見せつけながら踊る。しかしアデ
ライドは公爵が入ってくるのを見て呆気にとられて
踊るのを止める。

第５曲　
公爵は彼女にひまわりの花束（無意味な富）、そして
ダイアモンドのネックレスの宝石箱をプレゼントし
て、彼女は身につける。

第６曲　
ロレダンの絶望。情熱的に追いかける。アデライド
は艶めかしく彼を押し退ける。

第７曲　
公爵はアデライドに最後のワルツを踊る特権を与え
てほしいと懇願する。彼女は拒否し、悲劇的な態度
で傍にいたロレダンを迎えに行く。彼はまずためら
うが、艶女の優しい主張に言われるがままになる。

第８曲　エピローグ
客人は帰途につく。公爵は引き留められるのを期待す
る。アデライドは公爵にアカシア（プラトニックの愛）
の枝を贈る。公爵は失望を示しながら立ち去る。ロレ
ダンは、死ぬほど悲しそうに前に進む。アデライド
は、ポピー（忘却）を彼に贈る。彼はそれを拒絶して、
永遠の別れの身振りをしながら逃げ出す。アデライド
は、奥の窓に駆け寄り大きく開ける。彼女は月光香の
香りを官能的に吸い込む。ロレダンがバルコニーに上
り、致命的な眼差しと乱れた髪で現れる。アデライド
に駆け寄り、膝をついてピストルを出してこめかみに
あてる。微笑みながら、彼女は胸元から赤いバラを取
り出して、ロレダンの腕に身を委ねる。

1）2）ともに、野平多美「ラヴェル　優雅で感傷的なワルツ（オーケストラのための） 解説」
『ラヴェル　優雅で感傷的なワルツ』全音楽譜出版社　2024年

【譜例16】　
《優雅で感傷的なワルツ》冒頭

付加された⾳
ソシレ=ト⻑調の主和⾳

ト⻑調



仲道郁代×鈴木 晶（舞踊学／精神分析学）

高雅な踊り
対
談 

今回のプログラムで仲道は、「人間の精神が表れた踊り」という観点から各作品の
探究を進めた。ここでは舞踊学と精神分析学を専門とする鈴木晶氏を迎え、踊りの
音楽に何を聴くことができるのかを語り合った。

踊りとは「人間的」なもの

仲道 ：今回私は「高雅な踊り」というタイトルの
もと、プログラムを組みました。踊りという視点
で見たとき、どんなことが聞こえてくるのか。今
日は舞踊学、そして精神分析学がご専門でいらっ
しゃる鈴木晶先生のお話を伺いながら、音楽にお
ける踊りとは、それがもたらすことについて考え
てみたいと思います。先生、どうぞよろしくお願
いいたします。

鈴木 ：よろしくお願いします。私の専門（のひと
つ）は精神分析学ですが、精神科医ではないので、
実際に患者を分析するわけではありません。精神

分析学は私たちの世界観というか、考え方の基本
となる大きな理論のひとつだと、私は思っていま
す。精神分析学は、言ってしまえば「心 」の問題
を扱う学問です。若い頃はそれを勉強していたの
ですが、途中でシフトして、舞踊学の研究をする
ようになりました。こちらは「身体 」に関わる学
問です。というわけで、心と身体がどのように関
わり合っているのか、といったことにずっと関心
があったわけです。

仲道 ：まさに音楽も、心や精神的なことを、演奏
者の身体、身体性でもって表現しますし、お聴き
くださる方も聴くという行為は身体と心とでもっ
て認識するというところもありますので、今日は

すごくお話が楽しみです。まずはその身体のほう
からですが、そもそも踊りとはなんなのでしょう。
なぜ人は踊るんでしょうね。

鈴木 ：赤ん坊を見ていると、何か音を鳴らしたり
音楽をかけたりすると、自然に身体を動かします
ね。赤ん坊が自然に踊り出すという現象は万国共
通で見られますが、これが人間にとって本能的な
ことなのかというと、私は必ずしもそうではない
と考えています。

仲道 ：本能で動くということではないと。動きた
くなって動くということですか。

鈴木 ：人間以外の動物の中で、踊る動物というの
はいないのではないかと思います。踊るのは人間
だけではないか、つまり、踊るという行為はきわ
めて人間的なことなのではないかと推測します。
人間以外の動物はすべて本能に従って生きていま
す。本能がうまく機能していると言ってもよいで
しょう。しかし人間の場合、おそらく２本足で立
つようになった頃に大脳が爆発的に大きくなり、
その過程で、本能が、なくなったわけではないの
ですが、うまく機能しなくなった。壊れてしまっ
たと言ってもいいでしょう。フロイトやその影響
を受けた人たちの理論の根底にあるのは、こうし
た「本能が壊れてしまった」という前提です。私
は、踊るという行為は本能的なものではなく、む
しろ本能が壊れたことと関わりがあるのではない
かと考えています。

仲道 ：古来神への祈りとか、そういった場面で人
が踊りを踊るというようなことは、本能的な、生
きることに直接的に関わることではない部分のこ
とになっていきますよね。

鈴木 ：いきなり本質的なことを言いますと、本能
的なものというのは、現実の世界とべったりくっ
ついていて、現実を超えたところにはいかない。
現実としっかり絡み合って、現実を生きていく。
それが本能だと思います。でも人間の場合、いま
生きている自分のまわりの世界を超えたところ
の、動物たちには見えない、人間だけに見える、

彼方の世界と関わっているのではないでしょう
か。

仲道 ：今回取り上げるそれぞれの曲なんですけれ
ども、ワルツとかポロネーズと呼ばれる踊りのリ
ズムで書かれているものなので、それを聴いてい
たり弾いていたりすると、体感として本能的にも
踊り出したくなるような感覚ももつのですけれど
も、同時に、踊りを再現しようというだけではな
くて、なにか精神的なものを見出すような気もす
るんです。踊りという行為が、そういった精神的
な神聖さをもたらしたりするのでしょうか。

鈴木 ：芸能とか芸術は、観客に見せるより前に、
まず神様に見せるものだったと言われます。踊り
も、神様に見せることが起源だったのではないか
と思います。踊りだけではなく、音楽もそうです
ね。

仲道 ：それは自分が踊るという行為の中でそう
いった感覚をもつこともありますし、踊っている
様を客観的に見る、踊りの音楽を聴くということ
でも感じるところもあるような気がします。

鈴木 ：ひとりで踊る場合でも、自分が、踊る自分
とそれを見ている自分とに分裂しているのではな
いでしょうか。音楽でもそうだと思うのですが、
踊りはとくに「見る」という性質が強く、景色と
か絵画のような「物 」を見る場合とは違う。何が
違うかというと、見ている人は踊っている人にい
わば「乗り移る」わけです。私たちが劇場で踊り
を見るとき、座席で100％客観的に見ているの
ではなく、舞台で踊っているダンサーの中に入り
込んでいるのではないでしょうか。 それに関し
て1980年代に、イタリアのパルマ大学の、リゾ
ラッティらの神経生理学者のグループが、脳の中
には、自分が見ているものを自分で模倣する「ミ
ラー・ニューロン」が存在するのではないかと提
唱し、この発見は世界中に衝撃をあたえました。
客席にすわっている観客が舞台上のダンサーや俳
優やピアニストに自己同一化するという現象を説
明するのに、ミラー・ニューロンはとても大きな
ヒントを与えてくれます。



仲道 ：共感するということも、身体的なシンパ
シーをもつことで生まれるのかもしれない。とす
ると、自分の感覚が、自分の外の人たちのありよ
うにまで向かって、広がっていくことができると
も言えますね。

鈴木 ：単純化して言えば、自分の意識が自分の身
体から抜けていって、見ている対象（ダンサーと
かピアニストとか）の中に入っていくような感覚
ですね。私たちがダンス公演やコンサートにわざ
わざ出かけていくのはなぜかを説明するのに、ミ
ラー・ニューロンは便利です。細かいことはまだ
わかっていないようですが。

仲道 ：追体験をするためには、自分の中にある種
呼び覚まされる感覚というものがすでにあって、
もしかしたら忘れていたかもしれない何かの記憶
のかけらとか、そういったものがあるから呼び覚
まされるということもありますし、もしくは、ま
だ見たことのない感覚、景色というものを見ると
いう体験になったりもしますね。

鈴木  ：そこには発見がありますよね。

仲道 ：そういった心の動きを体験し、発見するこ
とができると。私が踊りのリズムを演奏するとい

う私の身体性があって、お聴きくださる方の見る、
聴くという身体性があって、それがコンサートの
会場で交錯したときに、たぶん生まれいでる感覚
があるのではないかなと、もたらすことがあるの
かもしれないと思いました。

踊らずには いられぬ人々

仲道 ：今回演奏します作品の中で、私はいくつか
視点を感じるんです。主語と言いますか。例えば
ベートーヴェンの《告別 》ソナタの、特に第3楽
章では、再会の喜びの感覚があるのですが、そこ
から踊りだすのですね。そこではベートーヴェン
ひとりが「会えて良かった」と心浮き立って踊る
だけではなくて、何かベートーヴェンが「良かっ
たね」と言うことによって、その周りにいる人た
ちも一緒に「良かった良かった」と言って踊って
いる、もしくは踊りたくなる、ということを感じ
るんです。途中では踊りの輪をつくって皆でそれ
を享受するようなところもあるのですが、そこに
いるのは大勢の人なんです。第25番のソナタの
第１楽章のalla tedescaも、ドイツ風の踊り、つ
まりワルツですけれども、これも大勢の人たちに
この気もちを伝えたい、みんなで踊ろうよと言っ
ているような視点を感じます。ベートーヴェンの
時代のワルツというものは、一体社会の中でどの
ような役割を果たしていたのでしょうか。

鈴木 ：話は変わりますが、社会の中でダンスがど
う見られているかを示す例を挙げたいと思いま
す。アンデルセンの『赤い靴 』という童話があり
ます。ある女の子が赤い靴を履くと踊りをやめら
れなくなって、ずっと踊り続け、あまりに苦しい
ので、両脚を切断してもらうという話です。もう
ひとつ、バレエには『ジゼル』という、最古のバ
レエと言われている作品があります。主人公の少
女はすごく踊りが好きで、まわりの若い娘がたち
が畑に行って働いている間も踊っているんです。
このふたつの例に見られるのは「社会からの逸脱

（あるいは脱落 ）」です。踊りが、まじめに働かず、
快楽に耽ることの象徴になっています。
　ワルツ大流行のきっかけとなったのはウィーン
会議です。あれはナポレオンがヨーロッパ各地で

暴れ回った後の処理をどうするかという会議でし
た。昼間は、領土問題という、いまでも続いてい
る問題を一日中議論しているのですが、夜になる
とダンスに熱中していました。「会議は踊る、さ
れど進まず」という言葉がありますが、ここでも

「踊る」という言葉が「仕事が捗らない」という
意味で使われています。
 
仲道 ：まさに、《告別 》ソナタ、これは1809年
のナポレオンがウィーンに侵攻してきた年の作
品ですが、この曲には今先生がおっしゃったよう
なレジスタンス的な雰囲気を感じさせるところ
もあります。そのような社会背景があって、それ
に対して号砲を打ち鳴らして、喜びの踊りを踊る
というような部分も出てきます。やはりその時代
だったからこその踊りということなのかなと今お
話を伺っていて思いました。それから、今回リス
トの《メフィスト・ワルツ》も演奏するのですが、
メフィストという悪魔がワルツを焚き付けると、
ファウスト博士が魔法にかかって村娘を誘惑して
いくんですね。こういった踊りを弾いていると、
先生がおっしゃった『赤い靴 』の物語で女の子
が踊り続けてしまうという、悪魔に操られて踊ら
ずにはいられない人の、悲しみと言いますか、さ
がと言いますか、そういったものも感じます。踊
らされている人間というものも、こういった音楽
の中には描かれているような気がいたします。

「３」と「４」の意味

仲道 ：ワルツという踊りは、普通私たちが考える
のは、規則正しくランタンタン、ランタンタンと、
回るように踊るものですよね。ただ、例えばショ
パンのワルツの場合、そのメロディや表情の中に、
戸惑いや憧れ、悲しみが聞こえてきて、弾いてい
るとそんな感覚がしましてね。リズムの形式とし
ては、日本人的に言いますとブンチャッチャと言
われる３拍子のリズムなんですが、そこから少し
逸脱することによって、人の心模様がそこに聞こ
えてくるというような、そんな感覚をもちます。

鈴木 ：言うまでもなくワルツは３拍子ですが、３
拍子は感情の流れと結びつきやすいという面があ

るのかもしれません。ご存じのように、日本には
伝統的に３拍子はありませんでした（アジア諸国
の中で朝鮮半島だけは３拍子が基本なのですが）。
ヨーロッパにはかなり古くから３拍子があって、
そういう意味では３拍子はヨーロッパに深く根ざ
したリズムだと言えるかもしれません。３拍子は
騎馬民族のリズムだという説もありますね。
　そういえば、《英雄ポロネーズ》も３拍子です
が、あの曲の場合、私のような素人には２拍子の
ように聞こえなくもないんですよね。

仲道 ：そうなんです。３拍子の中に、２拍子が入っ
てくるという【譜例17】。３拍子という本来くる
くると回るものが、回らずに２拍子で歩いていく
というところに、何か抵抗感と言いますか、ただ
回るのではない、そこにちょっと待てと、２拍子
で行くんですよと、そういう感覚ももつんですね。
３と２が戦い合って、何かそこで乗り越えようと
いうような気もちが生まれてくる。そんなところ
がポロネーズの気もちを鼓舞するところにもつな
がるのかなと思います。

鈴木 ：人間にとって最初に聞こえてくるリズムは
どこから来るかといえば、それは心臓の音でしょ
う。２拍子も３拍子もそこから生まれてくるわけ
ですが、人間が二足歩行をするようになって最初
にできたリズムは、やはり２拍子とか４拍子なの
ではないでしょうか。私にはどうしてもそう感じ
られます。最初に生まれたのが３拍子だったとは、
どうしても思えない。つまり、３拍子は歴史のあ
る時点で生まれたのではないかと思うんです。そ
の意味でも、３拍子は動物的なものから遠い、人

【譜例17】　《英雄ポロネーズ》より
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間的なリズムだと言えます。ところが、いったん
生まれると、踊りと３拍子の結びつきが強くなった。
　この３という数字ですが、西洋には３は完成さ
れた数であるという考え方が古くからあります。
キリスト教の三位一体とか。果たしてそうなんで
しょうか。C・G・ユングという心理学者に言わせ
れば、３というのはむしろ不完全であって、その
ために運動エネルギーを秘めている。本当に安定
しているのは４である、と。したがって３は完全
からひとつ欠けているために、４という完全数へ
と向かうエネルギーを秘めている。この考えには
一理あると思います。

仲道 ：面白いですね。３を完全なものとして捉え
るのか、不完全なものとして捉えるのか。いずれ
にせよ数字がリズムをつくるわけですが、作品の
中では３拍子というものも、演奏しているときに
必ずしも規則正しく奏でられるものではなくて、
そこから逸脱しているという感覚があったとき
に、ではそれが何なのかというところが、数字、
つまりリズムと感情とが結びつくひとつのポイン
トになるのかもしれませんね。逆にすごく抑圧さ
れたような精神状態を表現するときには、とても
規則正しい３拍子、寸分たがわぬ尺の違いがない
３拍子にすることによって、抑圧の感覚というの
をもたらすこともありますしね。

鈴木 ：ショパンなんかは完全にそうだと思いま
す。ただのブンチャッチャになってしまうと、陳
腐というか、ダサいと感じられてしまう。作曲家
のほうでも、そうならないように工夫しているの
ではないでしょうか。

仲道 ：規則正しさというものが決してポジティブ
なことではないんですよね。ルーティンになって
心の中のさまざまな起伏も無視をして、ただただ
生きているということにはならないような感覚と
いうものが、音楽の踊りのリズムの中には見出す
ことができそうですね。
　リズムの身体性と、その逸脱から感情が結びつ
くということで、以前鈴木先生に伺った「悲しい
から泣くのか、泣いているから悲しくなるのか」
というお話を思い出しました。

鈴木 ：ウィリアム・ジェイムズの情動論ですね。そ
れを踊りに当てはめてみると、踊りたくなって踊
るということもあるでしょうし、踊っているうち
に気分がさらに高揚していくということもあるで
しょう。両方あるんだと思います。
　少し話が逸れますが、宗教的なことと踊りは古
くから結びついていて、イスラム教にもセマーと
いう、ぐるぐる旋回するダンスがありますが、キ
リスト教も、中世に大きく変わってしまったよう
ですが、それ以前は、礼拝ではかなり激しい身体
的な動きがあったと考えられています。ユダヤ教
の礼拝は現在でもかなり激しい身体の動きを伴い
ます。
　踊りというのは、いま目の前にある現実世界で
はない、神という表現であらわされるような「見
えない世界 」との結びつきをあらわす行為なの
ではないでしょうか。

仲道 ：それで連想しましたのが、以前シューベル
トに取り組みましたときに、シューベルトの『僕
の夢 』という詩がありまして、その作品の中で最
後シューベルトが泣きながら人々が踊っている輪
の中に入っていって、みんな踊っていて僕も一緒
に踊りながら泣いたというような言葉があるんで
すね。あるいは、リストの《ダンテを読んで》と
いう曲を演奏した際に、ダンテの『神曲 』を少し
ひもときましたときに、最後天上界に昇っていく
とマリア様の周りを光り輝く天使たちが輪になっ
て踊っているという世界に到達するんですね。そ
のような踊り、回るということには、何か特別な、
人間のとても高雅な感覚というものを見出すよう
な気がするんです。

鈴木 ：最初のほうで述べたように、人間には本能
があるが、壊れてしまって正常に機能していない。
そのために自然界との間に隙間ができてしまっ
た。その隙間に、人間は他の動物たちには見えな
い、独自の世界を作り上げていった。芸術家はそ
こに「高雅さ」を感じるのではないでしょうか。

仲道 ：以前、鈴木先生から「自分が回ることは世
界が回る」という言葉を伺いとてもインスパイア
されました。

鈴木 ：回ることが踊りの起源ではないかと私は
思っています。歩く、走るという行為は本能にも
とづいた、生きるために必要な行為ですが、回る
という行為はそうではない。歩いたり走ったりす
れば目的に近づく、あるいは危険から遠ざかるこ
とができますが、回っても居場所は変わりません。
その意味では、なんの役にも立たない行為です。
では、どうして回るかといえば、繰り返しになり
ますが、自分が回ることはすなわち世界が回るこ
とであり、それによって私たちの世界観が変わり、
別次元の、目に見えないものとつながる可能性が
生まれる。人間だけに感じられる世界、宗教的次
元や、宇宙的次元とつながる。これはあらゆる生
命体の中で人間だけの、きわめて人間的なものだ
と思います。そして芸術家はそこに「高雅さ」を
見出すのではないでしょうか。

仲道 ：今まで見ていたものではないものを見ると
いうところにつながっていくと。でも高雅という
言葉は、ともすると少し上から目線な言葉のよう
にもとられることがありますね。

鈴木 ：「高雅 」の原語は noble ですから、訳しよ
うによっては上品とも訳せます。しかし、上品が
あって下品があるという、人間社会の階層づけと
は違って、現実的なものすべてを超えているとい
う意味ではないでしょうか。つまり、生き延びる
のに必要な本能とは対立する、食べる、寝るなど
の欲求を満たすだけではない、日常を超えたもの
へと向かうもの、それを「高雅 」と呼んでいるの
ではないでしょうか。そしてこれこそが最も人間
的なことなのではないでしょうか。

仲道  ：今回の４人の作曲家の踊りには、それぞれ
に人間の様が描かれていると思うのですが、その
様が、高雅という感覚につながっていたのですね。
私は自分が回るということは世界が回るというの
は、俯

ふ

瞰
かん

した視点でもあると思うんですね。自分
の世界だけではない何か見知らぬ世界というもの
があることを知り、その中で、自分が生きている
ということ、そして周りも生きているということ
を再確認することにもなるのだと思いました。人
それぞれ悲しみ、喜びを抱えながらも、皆回って

いくことを確認する。それを確認することによっ
て、自分はひとりではないと勇気を得ることもあ
るし、逆に同じぐらいに人はひとりひとりなのだ
と確認することにもつながるのかもしれません。
そのようなことを今回はこのプログラムを通し
て、お聴きいただければと思っています。

鈴木 晶 ［すずき・しょう］

法政大学名誉教授。専門は舞踊学と精神分析学。著
書に『ニジンスキー　踊る神と呼ばれた男』（みすず
書房、第75回読売文学賞、第34回吉田秀和賞）他多
数、訳書にフロム『愛するということ』（紀伊國屋書
店）他多数。

©️齋藤明



The Road to 2027 
リサイタル・シリーズの軌跡

春
のシリーズ

─

劇場の世界
2023年6月3日 
サントリーホール
©️N.Ikegami　

秋
のシリーズ

ドビュッシーの⾒たもの
2020年10月25日 
東京文化会館 小ホール
©️N.Ikegami　

前奏曲──永遠への兆し
2022年10月29日 
東京文化会館 小ホール
©️Tomoko Hidaki　

幻想曲の模様──心のかけらの万華鏡
2021年10月23日 
東京文化会館 小ホール
©️N.Ikegami　

ブラームスの想念
2023年10月22日 
東京文化会館 小ホール
©️Tomoko Hidaki　

シューベルトの心の花
2024年10月27日 
東京文化会館 小ホール
©️Tomoko Hidaki　

夢は何処へ
2024年6月2日  
サントリーホール
©️N.Ikegami　

幻想曲の系譜
──心が求めてやまぬもの
2021年5月30日 
サントリーホール
©️N.Ikegami　

知の泉
2022年5月29日 
サントリーホール
©️N.Ikegami　



2025年［秋のシリーズ］　ラヴェルの狂気

2026年［春のシリーズ］　音楽の哲学

曲目
ラヴェル ： 
鏡
⽔の戯れ
夜のガスパール

曲目
ベートーヴェン： 
ピアノ・ソナタ第30番 Op. 109
ピアノ・ソナタ第31番 Op. 110
ピアノ・ソナタ第32番 Op. 111

シェーンベルク： 
６つの⼩さなピアノ曲 Op. 19

2025年9月27日（土）　
長岡リリックホール
コンサートホール
問合せ： 長岡市芸術文化振興財団　0258-29 -7715　

2025年9月28日（日）　
サントミューゼ　小ホール
問合せ： 上田市交流文化芸術センター　0268-27-2000　

2025年10月18日（土）　
宗次ホール
問合せ： 宗次ホールチケットセンター　052-265-1718

2025年10月19日（日）　
アクトシティ浜松　中ホール
問合せ： 浜松市文化振興財団　053-451-1114

2025年10月26日（日）　
東京文化会館　小ホール
問合せ： ジャパン・アーツ ぴあ　0570-00-1212

2026年5月23日（土）　
兵庫県立芸術文化センター　
KOBELCO　大ホール　

2026年5月30日（土）　
アクトシティ浜松　中ホール

2026年6月6日（土）　
宗次ホール

2026年6月14日（日）　
サントリーホール

The Road to 2027公演スケジュール



高雅な踊り

2025年6月1日 サントリーホール

仲道郁代ピアノ・リサイタル「高雅な踊り」
2025年6月1日（日）


